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研究成果の概要（和文）：研究を開始して間もなく、新型コロナウイルス感染症が大流行したため、唾液採取が
困難になり、検討検体を血液にしぼり、研究を続行した。
これまでの解析結果では、歯周病パラメーターの一つである歯槽骨吸収度(BL)が重度なほどオメンチンの血中濃
度は低く、現在歯数が20本より多いと有意にアディポネクチンの濃度が高いという結果であった。プロービング
時の出血（BOP）が重度なほどRLPコレステロール値が有意に高く、年齢、性別で補正しても、補正因子にBMIを
加えても、腹囲を加えても、有意な関連が確認できた。これらの結果を踏まえ今後さらに解析を進めていき、ア
ディポカインと歯周病と骨粗鬆症との関連を検討していく。

研究成果の概要（英文）：Soon after we began this study, the pandemic of COVID-19 happened, which 
made us difficult to collect saliva samples. The study was continued by limiting the sample to 
blood.
We revealed that people with higher the alveolar bone resorption, one of parameters of 
periodontitis, showed lower serum concentration of omentin. We also found that people whose teeth 
are upper than 20 had higher serum concentration of adiponectin. In addition, people with severe 
blood on probing (BOP) had higher serum concentration of RLP cholesterol, which remains significant 
after adjusted for age, sex, and body mass index, or abdominal circumference. Based on these 
results, further analysis will be conducted in the future to examine the association between 
adipokines, periodontal disease and osteoporosis.

研究分野： 病態内科学

キーワード： アディポカイン　オメンチン　歯周病　コレステロール

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
今回の検討によって、歯周病パラメーターとR L Pコレステロールとの強い関連が確認できたことは我々が知る
限り初めての報告である。さらにほかの脂質プロファイル(中性脂肪、HDLコレステロール、LDLコレステロール
等)と、歯周病、動脈硬化、アディポカインとの関連性を検討して、より早期の歯周病診断、また予防に関し
て、各種脂質とアディポカインの影響度に関する研究を進めていく。
その先には、今後の日本人における健康寿命の延長に役立つ方法が見出されると期待している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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1. 研究開始当初の背景 

（１） アディポカインと動脈硬化性疾患 

肥満症は高率に糖尿病、脂質異常症、高血圧を合併する生活習慣病の重要な発症

基盤であり、これらの動脈硬化危険因子が蓄積する事により、重篤な心血管疾患

を発症させる。病態の上流には、内蔵脂肪の蓄積があり、内臓脂肪の過剰蓄積に

基づき糖尿病、脂質異常症、高血圧が集積したメタボリックシンドロームの病態

は特に注目されている。脂肪組織は近年の研究により、アディポカインと総称さ

れる生理活性物質を分泌する内分泌臓器であることが明らかとなっており、現在

では、アディポネクチンやレプチン、TNF-aをはじめとする数多くのアディポカイ

ンと病態との関連が明らかにされてきた。内臓脂肪蓄積状態から惹起されるアデ

ィポカインの分泌異常が、生活習慣病やそれに伴う心血管病の発症に、中心的役

割を果たしていると考えられる。 

オメンチンはインテレクチン-1 としても知られており、ガラクトフラノースに結

合するレクチンの一つである。マウスでは小腸に特異的に発現しているが、ヒト

においては内臓脂肪組織、特に大網脂肪組織に多く発現しており、動脈硬化性疾

患防御作用のあるアディポカインとして知られている。これまでの報告では、オ

メンチン血中濃度は、メタボリックシンドロームの構成因子の数が多いほど減少

しており、動脈硬化のサロゲートマーカーである頸動脈内膜中膜複合体厚度(IMT)

とも逆相関関係を示す。また、冠動脈疾患や急性冠症候群においてもオメンチン

濃度は低下していおり、オメンチン濃度は、動脈硬化関連疾患のバイオマーカー

となりうる可能性が高い。 

（２） 歯周病とアディポカインと動脈硬化性疾患 

歯周病は歯を支持する組織や歯の周囲の組織が細菌に感染して起こる慢性の感染

症であり、通常の感染症と異なり、原因となる細菌は数十種類にも及ぶとされて

いる。動脈硬化と歯周病は、慢性炎症が持続することで進展するという点からも

相互に関係する性質であると考えられている。さらに、冠動脈疾患を有する患者

の動脈硬化巣において歯周病の原因菌が検出されたとの報告もあり、慢性炎症と

いう視点からも、歯周病菌の侵入という視点からも、相互の関係をさらに解明し

ていく必要がある。生活習慣病防御作用のある、アディポネクチンは、歯周病患

者でその血中濃度が減少していることが知られており、治療によりその濃度は改

善する。一方で、炎症惹起作用を有する TNF-αは、歯周病患者において血中の発

現量が増加し、治療により減少すると報告されている。このように、歯周病と動

脈硬化性疾患、歯周病とアディポカインの関連が示唆されているため三者の関連

性を唾液中に含まれるオメンチンを軸に、唾液・血液中のアディポカインの歯周

病や動脈硬化性疾患に及ぼす影響に着目した。 

2. 研究の目的 

本研究の目的は、新規アディポカインである「オメンチン」の血中と唾液中の濃度

と「歯周病」の関連を解明し、さらには、「動脈硬化性疾患」との関連についても

明らかにすることにある。動脈硬化進展抑制作用を有するオメンチンを標的とし、

歯周病を基盤とした動脈硬化の機序解明を目指す。唾液中のオメンチンをバイオマ



ーカーとして着目し、口腔内疾患と血管疾患の臓器連関を解明する点は、非常に独

自性が高く、全く新規の発案であった。しかし、研究を開始して間もなく、新型コ

ロナウイルス感染症が大流行したため、唾液採取が困難になり、検討検体を血液に

しぼり、研究を続行した。 

3. 研究の方法 

（１） アディポカインと歯周病疾患との関連検討 

（２） 歯周病疾患と動脈硬化因子・動脈硬化性疾患との関連検討 

（３） 歯周病治療前後でのアディポカイン濃度の検討 

① 口腔内の評価する項目：1.残存歯数、2.齲歯の数、3.軟部組織の病態、4.

歯周組織の状態、5.歯周ポケット底部の炎症、6.プラークスコア、7.歯根

分岐部病変と動揺性 

② 歯周病の重症度：日本歯周病学会の重症度分類に従って、組織破壊の程度

として歯槽骨吸収度、アタッチメントレベル、炎症の程度として歯周ポケ

ットの深さを指標に一歯当たりの重症度分類を行い、最も重症な歯を基準

として個人の重症度を診断する。 

③ 動脈硬化の指標：頸動脈内膜中膜複合体厚を最大値、平均値、さらに狭窄

率、プラークスコア、拍動係数を測定する。心臓足首血管指数、下腿－上

腕血圧比、足趾－上腕血圧比、を測定する。 

④ 血中、唾液中アディポカイン測定：オメンチン、アディポネクチン含む各

種については各 ELISAkitを使用して測定する。 

4. 研究成果 

（１） 患者背景 

当院歯外来通院中の患者 75 名（男性 38 名、女性 37 名）を対象とした。平均年齢

は 60.4±9.9 歳で、腹囲の平均は 83.8±11.8cm、高血圧の有病率は 45.3%であっ

た。糖尿病は 26.７％、脂質異常症は 28%と比較的少なかった。平均歯数は 23.2

±4.3 本、BOP 陽性率は 36.7±19.1%、歯周ポケットの深さの平均は 3.1±0.9、歯

槽骨吸収の平均は 35.7±15.mmと比較的良好な結果であった。また、アタッチメ

ントレベルの平均は 4.3±1.3mmと平均的な結果であった。 

（２） アディポカインと歯周病 

歯周病パラメーターの一つである歯槽骨吸収度(BL)が重度なほどオメンチンの血

中濃度は低いという結果であった。また、現在歯数が 20 本より多いとそれより少

ない群に比べて、有意にアディポネクチンの濃度が高いという結果であった。 

（３） 歯周病と動脈硬化因子 

プロービング時の出血(BOP)が重度な群は、中等度、軽度な群と比較して、有意に

RLP コレステロール値が高いという結果であった。これらの関係は年齢・性別で

補正しても、有意性を保つ結果であった。RLP コレステロールと BOP との関係が

確認できたため、他の脂質プロファイルでも検討した結果、LDL コレステロール、

HDL コレステロールは、BOPとの有意な関連は確認できなかったが、中性脂肪は年

齢・性別で補正しても BOPと有意な関連を認めた。脂質プロファイルの中で、補

正因子を年齢・性別に加え BMI を追加しても、また、年齢・性別に加え腹囲を追

加しても BOPとの有意な関連が確認できたのは RLP コレステロールであった。 

 



今回の検討によって、歯周病パラメーターと R L P コレステロールとの強い関連が確認

できたことは我々が知る限り初めての報告である。さらにほかの脂質プロファイル(中

性脂肪、HDL コレステロール、LDL コレステロール等)と、歯周病、動脈硬化、アディポ

カインとの関連性を検討して、より早期の歯周病診断、また予防に関して、各種脂質と

アディポカインの影響度に関する研究を進めていく。 

その先には、今後の日本人における健康寿命の延長に役立つ方法が見出されると期待し

ている。 
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